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2024年 11月 21日 

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 

 

国立研究開発法人国立長寿医療研究センター（理事長：荒井 秀典。以下 国立長寿医療

研究センター）は、東北大学、鳥取大学、鹿児島大学、秋田大学、神戸大学、国立研究開

発法人医薬基盤・健康・栄養研究所、札幌医科大学、東京都健康長寿医療センターと共同

で、日本独自の認知症早期発見・早期介入モデルの確立に向けた大規模実証研究「J-DEPP

研究(JAPAN DEMENTIA EARLY PHASE PROJECT)」を開始しました。 

 

⚫ 研究の背景 

認知症は認知機能が正常な状態から徐々に記憶力や判断力が低下し、日常生活に支障をき

たすようになる状態のことをいいます。現在、認知症に対する根本的な治療法はまだ確立

されていませんが、認知症と診断される前段階あるいは初期の段階であれば運動習慣や食

生活の改善などにより認知機能低下の進行を抑えることが可能です。また、最近ではアル

ツハイマー病に対する抗アミロイドβ抗体薬の臨床応用が進んでいます。このような薬物

治療は早期のアルツハイマー病の人を対象としており、認知症のリスクをできるだけ早期

に発見し、適切な医療やケア等の診断後支援につなげることの重要性がかつてないほど高

まっています。初期のがんに対しては検診を通して早期の段階で発見する体制が広く普及

していますが、認知症のリスクを発見する方法は未だ確立されていません。 

 

⚫ 研究の概要 

J-DEPP研究(JAPAN DEMENTIA EARLY PHASE PROJECT)では日本独自の認知症早期発見・診断

後支援までを含めた一貫した支援モデルの構築に向けて以下の 3 つの課題に取り組みま

す： 

1. 認知症リスク早期発見の大規模実証 

2. 認知症リスクを調べるための検査の基準値の設定 

3. 認知症リスク早期発見に向けた血液バイオマーカー※1の有用性の検証 

これらの成果を統合し、最終的には各自治体に参考にしていただける「認知症リスク早期

発見のための手引き」を作成します。 

 

認知症リスク早期発見の大規模実証 

認知症リスクの早期発見のために適切かつ効果的なスクリーニング検査受検の呼びかけ方

法、スクリーニング検査の実施方法、病院受診を促す方法を検討します。 

日本独自の認知症早期発見・早期介入モデルの確立に向けた大規模実証研究を開

始しました (J-DEPP 研究) 
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研究班は、全国 41 の自治体と協力し、計 10,000 名以上の高齢者の方にご参加いただいて

各自治体の特性に合わせた様々な方法でスクリーニング検査を実施します。また、詳細な

検査が必要と判断された方には病院での受診を促します。さらに数カ月後に追跡調査を行

い、実際に病院を受診されたかどうかや、受診後の予防に向けた活動あるいは、地域包括

支援センターや認知症カフェ等の地域資源との連携を含む診断後支援（本人・家族支援）

の実態を調査します（図 1）。これにより、日本のそれぞれの地域において適切なスクリ

ーニング検査の実施方法、住民への呼びかけ方法を検討するとともに医療機関の受診、予

防に向けた活動を妨げている原因を明らかにします。 

 

 

図１．大規模実証の全体像 

 

認知症リスクを調べるための検査の基準値の設定 

研究班では愛知県と宮城県からおよそ 500 名ずつ、合計約 1,000 名の高齢者の方にご参加

いただいて、複数の認知機能スクリーニング検査を実施し、検査間で認知機能低下の判定

結果に差異が生じないような基準値を明らかにします。 

これにより各自治体が地域の特性に合わせて異なる認知機能スクリーニング検査を選択し

ても、全国で統一的な基準で病院受診を推奨できるようになることを目指します。 

 

認知症リスク早期発見に向けた血液バイオマーカーの有用性の検証 

地域でスクリーニングされた認知機能低下の疑いのある方を対象に、認知症に関連した血

液バイオマーカーの検査を行います（研究参加への同意が必要）。通常の診察や脳 MRI 等

の検査で診断した場合と、これに血液バイオマーカーの情報を加えた場合の診断精度の違

い、特にアルツハイマー病の抗アミロイドβ抗体薬（レカネマブ・ドナネマブ等）の治療

薬使用の対象者選定にどの程度有用なのかを明らかにしていきます。 

また、上述の 1,000 名を対象にした「認知機能のスクリーニング検査の標準化」の研究と
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血液バイオマーカーを組み合わせて、認知症のリスク保有者を早期、かつ高精度に発見す

る方法を開発していきます。 

 

⚫ 研究の意義 

認知症リスクをできるだけ早い段階で発見し、適切な医療に繋げること、あるいは予防に

向けて生活習慣を見直すことは、認知症の発症を抑制する鍵となります。本研究によって

効果的な「認知症早期発見・早期介入モデル」を確立できれば、将来的に全国の自治体で

の事業として展開されることが期待されます。 

認知症に対する抵抗感を軽減し、早期発見・早期治療の考え方が医療従事者や行政だけで

なく、個々人に浸透することが本研究の成功における大きな目標です。これにより、認知

症対策がさらなる進展を遂げると考えています。 

 

⚫ 用語解説 

1. バイオマーカー: 病気の有無や進行の状態を客観的に示す指標のことで、体液（血

液、脳脊髄液、尿等）の検査や、画像検査等で得られるデータをバイオマーカーと

いいます。近年、アルツハイマー病の原因と考えられているタンパク質（アミロイ

ドβやリン酸化タウ）を血液中から検出する技術が飛躍的に向上しており、血液で

このような物質を調べることで、認知症の診断の補助や、将来認知症を発症するリ

スクを予測できると期待されています。 

 

本研究は令和 5 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（認知症政策研究事業）の支援の

もと実施されています。 
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【リリースの内容に関するお問い合わせ】 

 

＜この研究に関すること＞ 

国立長寿医療研究センターJ-DEPP研究事務局 

問い合わせフォーム 

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=oyhTeP6CVUeajHOZ0iIz9AVp8wx

o8c1ItXdR3Om6LbRUOUFSSlRNR1M2VEJJTzI0VlJEM0lPM1M5Ry4u&origin=Invitation&channel

=0 

 

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 国立健康・栄養研究所 身体活動研究セ

ンター 

電話 06-6384-1120（内線 2538) E-mail：shintai-madoguchi@nibiohn.go.jp 

 

＜報道に関すること＞ 

国立長寿医療研究センター総務部総務課 総務係長（広報担当） 

〒474-8511 愛知県大府市森岡町七丁目 430番地 

電話 0562-46-2311（代表） E-mail:webadmin@ncgg.go.jp 

 

東北大学東北メディカル・メガバンク機構 広報戦略室 

〒980-8573 宮城県仙台市青葉区星陵町 2-1 

電話 022-717-7908 E-mail：tommo-pr@grp.tohoku.ac.jp 

 

鳥取大学 総務企画部 総務企画課 広報企画係 

〒680-8550 鳥取市湖山町南 4丁目 101 

電話 0857-31-5550 Fax 0857-31-5018 

Email：ge-kouhou@ml.adm.tottori-u.ac.jp 

 

国立大学法人鹿児島大学広報センター 

〒890-8580 鹿児島県鹿児島市郡元一丁目 21番 24号 

電話 099-285-7035 FAX 099-285-3854 

E-mail: sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jp 

 

国立大学法人 秋田大学 広報課  

〒010-8502 秋田市手形学園町 1番 1号 

電話 018-889-3019 FAX 018-889-3242 E-mail：kouhou@jimu.akita-u.ac.jp 

 

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=oyhTeP6CVUeajHOZ0iIz9AVp8wxo8c1ItXdR3Om6LbRUOUFSSlRNR1M2VEJJTzI0VlJEM0lPM1M5Ry4u&origin=Invitation&channel=0
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国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 戦略企画部 広報チーム 

電話 072-641-9832 E-mail：pr@nibiohn.go.jp 

 

北海道公立大学法人 札幌医科大学 事務局経営企画課企画広報係  

担当：阿部・清水 

〒060-8556 札幌市中央区南 1条西 17丁目 

電話 011-611-2111（内線 21650・21640） FAX  011-611-2237 

E-mail：kouhou@sapmed.ac.jp 

 

地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター 

経営企画局 事務部 総務課 総務係 広報担当 

〒173-0015 東京都板橋区栄町 35-2 

電話 03-3964-1141（内線）1239 FAX 03-3964-1982 

E-mail：kouhou@tmghig.jp 
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